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カーボンナノチューブを に用いたマイクロガスクロマト ラ ィカラム 
Microfabricated Column with Carbon Nanotubes Stationary Phase for Gas Chromatography 
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Abstract : Carbon nanotubes (CNTs) are greatly attractive materials for use as stationary phase of 
microfabricated gas chromatography column, but usual CNTs are difficult to synthesize. In this paper, we 
report the microfabrication of a column, in which we succeed in synthesizing a thin layer of single-walled 
carbon nanotubes (SWNTs) as stationary phase. Results of experiences under temperature programmed 
conditions, showed the microfabricated column could separate n-alkanes having high boiling points. 

MEMS を用いてシリ ンチップ にガスクロマト ラ ィ(GC)を 現するマイクロ GC の
研究が行 れている[1] 分 性 に関し，マイクロ GC カラムは 分であり， に 一
な が な リレンを に用いて分 性 を向 さ る研究などが行 れている[2] このよう
に， の選 は，カラムの分 性 を大きな を  

，CNTs は，選 的成長が なこと，化学的 性と 面 の大きさがガスの吸 として
していること， 性と 性の さが 分析に していること ら，カラム に れた
として されている 行研究で，CNTs を に用いたマイクロ GC カラムの研究が さ

れているが， 点化合物の分 性 は 分でない[3] CNTs の が す ると，物質間 動
を増加さ ，分 性 を くことが される 今回，分 性 向 のた ，MEMS カラム内に

SWNTs を生成さ ， 点を ルカンの分 を行 た  
方法 カラム 法は，長さ 1.0 m， 160 m， さ 250 m である 性 250 m の SOI を

BOX で りエッチン し，流 を した カラムの流 面( 出した BOX の 面)にの ，
CNTs を CVD 法により生成した CNTs 生成 ， 接合により イレックスガラスを接合した カラ
ムの には， の FID GC を用いた  

果と考察 ラマン分光計と SEM により CNTs の生成 を した 図 1(a)に示したラマンスペク
トルの 波数成分より，SWNTs の生成を できる RBM ーク より直 は 1 ~ 2 nm と さ
れる た，図 1(b)に示すように，G-band 度が D-band 度の 20 であることは，SWNTs が良
に生成していることを示している SEM 観察 ら， の CNTs を に用いた研究よりも の

CNTs が生成していることが分 た  
に， で， 数 6 ら 14 での な 点を する ルカン 合物を分 を行

た(図 2) 分 性 の には， 的 ルカンのデカン（ 数 10）を用いた として，理
論 さを用い，その値が いことは い分 性 を ことを する の CNTs を に用
いたマイクロ GC カラムの研究では，0.1 cm よりも大きな理論 さが されているのに対し，今回
理論 さ 0.062 cm と い分 性 が られた  

   図 1 生成した SWNTs のラマンスペクトル    図 2 での ルカン分 果 
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